
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数の端末をネットワークで接続することにより、

複数の参加者が
協調して作業を行う協調作業支援システムの協調作業支援方法で

あって、
第１のセッションの協調作業への 各参加者の

前記ネットワークに接続された記憶部に蓄積し
ておき、

は、前記記憶部から を取得し、

参加者の協調作業への参加の度合である参加活性度を算出し
、算出した参加活性度が所定値より低い場合に、 該参加者の第２の
セッションの協調作業へのアクセスを制限するよう

ことを特徴とする協調作業支援方法。
【請求項２】
複数の端末をネットワークで接続することにより、

複数の参加者が
協調して作業を行う協調作業支援システムであって、

第１のセッションの協調作業への 各参加者の
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各セッションの協調作業を管理する管
理マネージャーの下で、 前記複数の端末を使用してネットワークを介した
情報の授受を伴いながら

端末及びネットワークを介した 累積発言回数
を、各参加者を識別する情報に対応付けて

各端末 各参加者に対応付けて前記累積発言回数 全ての参加
者の累積発言回数の合計に対する自端末を使用している参加者の累積発言回数の比率とし
て、自端末を使用している該

自端末を使用している
、第２のセッションの協調作業を管理

している管理マネージャーに依頼する

各セッションの協調作業を管理する管
理マネージャーの下で、 前記複数の端末を使用してネットワークを介した
情報の授受を伴いながら

端末及びネットワークを介した 累積発言回数



蓄積する前記ネットワークに接続された記憶部
と、

前記記憶部から
を取得し、

参加者の協調作業への参加の度合で
ある参加活性度を算出し、算出した参加活性度が所定値より低い場合に、

該参加者の第２のセッションの協調作業へのアクセスを制限するよう
処理手段とを備えることを

特徴とする協調作業支援システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、グループ作業環境（以下、セッション）における協調作業への、グループによ
る適切な参加を支援するための協調作業支援方法及びそのシステムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
最近、高速なネットワークで結合された高性能計算機の普及や分散計算ソフトウェア技術
の発達などにより、複数人からなるグループによる協調作業が行なわれるようになってき
た。しかしながら、従来の協調作業の実施では、セッションへの参加活性度（個人あるい
は端末の協調作業への参加の度合）が利用されていない。
【０００３】
これは、テレビ会議システムのような単機能型の協調作業システムでは、複数の協調作業
を並行して行なうことがなく、参加者は、常に特定の協調作業（例えば会議）に注意を注
いでいたためである。そのため、例えば、参加者を表示する場合においても、各参加者の
卓上カメラから入力された映像を、そのままの形で転送して表示することが行なわれてい
た。また、参加活性度を調節することもなかった。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、近年、複数人からなるグループによる協調作業を計算機上で行なうことが
可能になってきていため、一人が複数の協調作業に参加する状況が発生してきている。こ
のような状況下では、各参加者がそれぞれの協調作業に参加している度合である参加活性
度の把握が、協調作業を行なう上での重要な要件となる。これを適切に評価して、協調作
業に役立てることができないと、協調作業の進行に支障が出るという問題がある。
【０００５】
協調作業への参加活性度を把握できないことによる具体的な問題点は、以下の通りである
。
（１）参加者の協調作業への感心度がわからない。
（２）投票などによる裁決をする場合、完了して良いかがわからない。
（３）提供したリアルタイムデータ（動画像など）を相手が受けているかが分からない。
【０００６】
（４）他の参加者が自分の発言を確実に受けたかがわからない。
（５）協調作業における自分の占める役割や位置が把握できない。
本発明は、前記従来の欠点を除去し、各参加者がある協調作業に参加している度合（参加
活性度）を 適切に評価して、 その協調作業への
集中 に役立てることにより、協調作業を円滑に行なう協調作業
支援方法及びそのシステムを提供する。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
この課題を解決するために、本発明の協調作業支援方法は、複数の端末をネットワークで
接続することにより、 複数
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を、各参加者を識別する情報に対応付けて

各端末が有する処理手段であって、 各参加者に対応付けて前記累積発言回
数 全ての参加者の累積発言回数の合計に対する自端末を使用している参加者の
累積発言回数の比率として、自端末を使用している該

自端末を使用し
ている 、第２のセッ
ションの協調作業を管理している管理マネージャーに依頼する

累積した発言回数により 評価結果に基づき
や他の協調作業への関わり

各セッションの協調作業を管理する管理マネージャーの下で、



の参加者が 協調
して作業を行う協調作業支援システムの協調作業支援方法であって、第１のセッションの
協調作業への 各参加者の

前記ネットワークに接続された記憶部に蓄積しておき、 は、
前記記憶部から を取得し、

参加者の協調作業への参加の度合である参加活性度を算出し、算出した
参加活性度が所定値より低い場合に、 該参加者の第２のセッション
の協調作業へのアクセスを制限するよう

ことを特徴とする。
【０００８】
又、本発明の協調作業支援システムは、複数の端末をネットワークで接続することにより
、 複数の参加者が

協調して作業を行う協調
作業支援システムであって、第１のセッションの協調作業への

各参加者の 蓄積する前記ネッ
トワークに接続された記憶部と、 前記記憶部から

を取得し、
参

加者の協調作業への参加の度合である参加活性度を算出し、算出した参加活性度が所定値
より低い場合に、 該参加者の第２のセッションの協調作業へのアク
セスを制限するよう

処理手段とを備えることを特徴とする。
【００１２】
【実施例】
以下、添付図面に従って、本発明の実施例を説明する。本実施例では、セッションへのア
クセス頻度やアクセス累積時間等を評価基準として、その評価結果の参加活性度に応じた
、参加者への表現あるいは参加活性度の調節を特徴とするグループ作業支援方法について
説明する。すなわち、複数人が参加する協調編集作業における参加活性度の把握について
説明する。特に、本実施例では、協調編集作業への発言の回数によって参加活性度を相対
評価し、セッション参加者の姿を表示する際の使用カラー数によって参加活性度を表現す
る例について述べる。以下、まず本実施例を説明するための装置の構成について説明し、
次に、その動作手順について述べる。
【００１３】
＜システム構成例＞
図１は、本実施例のシステムの構成例を示す図である。
１０，２０，３０は、以下で説明する１００～１０５によって構成される協調編集作業用
の端末である。端末１０～３０は、それぞれの利用者に対して、協調作業の行なうための
入出力ならびに処理を行なう。ここでは、３つの端末を利用する構成について説明するが
、端末の数は、２つあるいは４つ以上であっても良い。４０１は、協調作業に関わる各種
の統計情報を保持している統計情報データベース４０２を含むデータベース管理システム
である。５００は、本実施例で説明する協調編集作業を複数の計算機に渡って実現するた
めの通信手段で、例えばＥｔｈｅｒｎｅｔやＦＤＤＩなどである。本実施例では、汎用機
の計算機を利用した実現形態について説明しているため、その通信手段として計算機ネッ
トワークを用いているが、ＩＳＤＮなどの広域回線であっても良い。
【００１４】
次に、端末１０～３０を構成する要素について説明する。
１００は通信装置で、計算機ネットワークに接続するＦＤＤＩコントローラ等である。１
０１は、本実施例上で動作するプログラムの利用者が、コマンドやデータを入力するため
の入力装置で、キーボード，マウス，パッド，あるいはマイクロフォンなどである。１０
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前記複数の端末を使用してネットワークを介した情報の授受を伴いながら

端末及びネットワークを介した 累積発言回数を、各参加者を識別
する情報に対応付けて 各端末

各参加者に対応付けて前記累積発言回数 全ての参加者の累積発
言回数の合計に対する自端末を使用している参加者の累積発言回数の比率として、自端末
を使用している該

自端末を使用している
、第２のセッションの協調作業を管理している管

理マネージャーに依頼する

各セッションの協調作業を管理する管理マネージャーの下で、 前記複数
の端末を使用してネットワークを介した情報の授受を伴いながら

端末及びネットワークを介
した 累積発言回数を、各参加者を識別する情報に対応付けて

各端末が有する処理手段であって、 各参
加者に対応付けて前記累積発言回数 全ての参加者の累積発言回数の合計に対す
る自端末を使用している参加者の累積発言回数の比率として、自端末を使用している該

自端末を使用している
、第２のセッションの協調作業を管理している管理マネージャーに依

頼する



２は、本実施例の協調編集作業システム、ならびに参加活性度把握のプログラムを実行す
るＣＰＵである。ここでは、１つのＣＰＵを使っているが、夫々に独立なＣＰＵを利用す
るようなハードウェア形態であっても構わない。
【００１５】
１０３は、本実施例における協調編集作業システムの内容、及び参加活性度把握のための
表現結果を、ユーザに表示するための出力装置で、ＣＲＴディスプレイあるいはプロジェ
クタなどである。ここでは、説明を簡単にするため、単一の表示装置を使って参加活性度
用の表現と協調編集作業用の表示とを行っているが、それぞれに独立な出力装置を使って
も構わない。
【００１６】
１０４は、本実施例で説明する協調編集作業、参加活性度評価や表現などのプログラム、
ならびにそれらのプログラムが利用するデータを保存しておくための記憶装置である。こ
こでは、説明を簡単にするために、単一の記憶装置を使っているが、記憶対象毎に異なっ
た記憶装置を用いても良いし、ハードディスクなどの２次記憶装置を含む階層化された記
憶装置であっても良い。例えば、この記憶装置は、一時的に使われるデータを記憶する主
記憶装置と大量のデータを永続的に保持しておく２次記憶装置とに分かれていても良い。
また、装置の状態に関係なく永続的なデータを保存するＲＯＭなど読み出し専用記憶装置
が含まれていても良い。１０５は、以上に述べた構成要素１００～１０４を結合する計算
機バスである。
【００１７】
図２は、本実施例の各セッションに対応して、参加者の発言回数を蓄積するテーブル例で
ある。尚、図２に示すテーブルは、統計情報データベース４０２内、あるいは端末の１つ
の記憶装置内に格納されていて、参加者からの発言があった場合に更新し、各端末がこの
テーブルを参照して表示を制御してもよいし、各端末の記憶装置内に同じテーブルが記憶
されるように、参加者からの発言があった場合に各端末に放送され、各端末は自分のテー
ブルを参照して表示を制御してもよい。
【００１８】
２００は、本システムが実行している複数のセッションを特定するセッション番号に対応
して、ポインタアドレスを記憶するセッション番号テーブルである。２０１は、セッショ
ン番号テーブルのセッション番号＃１に参加している参加者ａ，ｂ，ｃ…に対応して、発
言回数を記憶する発言回数テーブルである。２０２，２０３も、２０１同様、セッション
番号＃２，＃３の発言回数テーブルである。
【００１９】
尚、このテーブルは、図２のように各セッションのプログラムと独立に存在しても、各セ
ッションのプログラムに従属していてもよい。
＜システム動作例＞
次に、本実施例における装置の動作手順について述べる。
まず図３は、上記のシステム構成上で動作する協調編集作業における参加活性度把握処理
の手順を表わしたものである。
【００２０】
（Ｓ１１）協調編集作業への各参加者の参加活性度を観測して評価する。
（Ｓ１２）得られた各参加者の参加活性度を表現して各参加者に認識させる。ここでは、
各参加者に対して、同一の表現を用いて参加活性度を把握させる例について説明するが、
参加活性度の表現方法は、それぞれの参加者について独立に設定可能であっても良い。
【００２１】
以下では、上記の動作手順の概要で参照した各動作を、必要に応じてフローチャートを用
いながら説明する。
［参加活性度の評価例；図４］
ここでは、評価の基準として、協調編集作業への発言の回数を利用する例について説明す
る。
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【００２２】
（Ｓ２１）この協調編集作業の統計情報データベース４０２から、参加者の累積発言回数
を得る。
（Ｓ２２）すべての参加者に対して、上記ステップＳ２１を適用する。
（Ｓ２３）すべての参加者の累積発言回数の合計に対する、各参加者の発言回数の比率を
求める。
【００２３】
（Ｓ２４）上記ステップＳ２３で得られた発言比率をもとに、すべての参加者の累積発言
回数の合計を“１００”として換算して、各参加者の発言回数を参加活性度の評価値とす
る。
［他の評価基準例］
ここでは、参加者の累積発言回数を基準として、１つの協調作業（セッション）内で相対
評価しているが、他にも、以下のような基準が考えられる。
【００２４】
１．協調作業への参加時点を基準とする。たとえば「参加時点が早いほど参加活性度が高
い」などである。
２．発言と読み出しの比率を基準とする。たとえば「読むだけで発言しない参加者は参加
活性度が低い」などである。
３．協調作業への参加累積時間を基準とする。たとえば、「長時間参加している者ほど参
加活性度が高い」などである。
【００２５】
４．他の協調作業への参加累積時間との比率を基準とする。たとえば「この協調作業への
参加累積時間が他の協調作業への参加累積時間に比べて高い比率であるほど、参加活性度
が高い」などである。
［他の評価方法例］
また、評価方法に関して、以下のような方法を利用した場合にも同様に説明できる。
【００２６】
１．１つの協調作業内の相対評価ではなく絶対評価とする。たとえば、「協調作業内の発
言回数が８回を越えた参加者は、参加活性度が高い」などである。
２．評価基準を累積値で評価するのではなく、ある時間枠内の評価基準の値で評価する。
たとえば「過去３時間以内の発言数に関して、協調作業内の上位３者は、参加活性度が高
い」などである。
【００２７】
［参加活性度の表現例１；図５］
ここでは、表現手段として、参加者の姿を表示する表示手段を利用する例について述べる
。特に、参加者の姿を、参加活性度に応じたカラー数で表示する例について説明する（図
５）。
（Ｓ３１）参加活性度を得る。
【００２８】
（Ｓ３２）参加活性度を８段階に量子化して、下から順にレベル１～レベル８とする。こ
の例では、“８４”という参加活性度を想定する。量子化の結果、レベル７となる。
（Ｓ３３）ピクセル毎に、ＲＧＢ各８ｂｉｔで表現されたカラー情報を取り出す。
【００２９】
（Ｓ３４）以下の表に示すように、量子化された参加活性度のレベルに応じて、カラー情
報の下位ｂｉｔをマスクする。この例では、レベル７なので下位１ｂｉｔをマスクする。
【００３０】
【表１】
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（Ｓ３５）参加者の姿を現す映像のすべてのピクセルについて、ステップＳ３３～Ｓ３４
の操作を適用する。
（Ｓ３６）得られた参加活性度に応じたカラー数で表示された参加者の姿を表示する。
（Ｓ３７）協調作業の参加者の全てについて、ステップＳ３１～Ｓ３６を適用する。
【００３１】
以上のように、参加者の映像を参加活性度に応じたカラー数で表示することにより、活性
な参加者の場合には、図６のレベル８に示すようにハッキリと見ることができ、一方、参
加活性度が低くなるとしだいに表示が不鮮明になって行く（図６のレベル７～レベル１）
。これにより、協調作業の参加者に、それぞれの参加活性度を見える形で知らせることが
できるようになる。
【００３２】
本実施例では、参加活性度の表現方法として、参加者の姿を表示する方法を用いたが、他
にも、参加活性度をそのまま数字表現として表示することや、赤から青までのカラースペ
クトル表示する方法や、棒グラフで表現する方法や、あるいは、音声のサンプリングレー
トを変える方法などを用いた場合でも、同様に説明できる。
【００３３】
また、参加者の姿を表示する方法に関しても、本実施例で説明したカラー数へのマッピン
グの他に、表示枠のカラーあるいは大きさの変更や、ズーミングの変更、動画像のコマ数
の変更、ピクセル粒度の変更、音声同期タイミングの変更などの方法を利用することが容
易に想像できる。
＜参加活性度を調節する例（図７）＞
本例は、特に、得られた参加活性度を利用して以降の協調作業を円滑に進められるように
、参加者の参加活性度を調整するための調節手順を用意することを特徴とする。本実施例
では、他のセッションへの参加を禁止する専任型の協調編集作業に用いる調節方法につい
て説明する。本例では、協調編集作業に関する自分の参加活性度を監視し、所定の参加活
性度よりも低い場合に他のセッションへの発言を禁止する。
【００３４】
（Ｓ７１）自分の協調編集作業への参加活性度を観測して評価する。
（Ｓ７２）自分の参加活性度を監視し、必要に応じて参加活性度を調節する。ここでは、
自分の参加活性度を監視しているが、これは、他の参加者の参加活性度であっても良いし
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、参加者全員の参加活性度であってもよい。これによって、協調編集作業の活動が鈍化し
ていたなどの場合に、参加活性度の調節で対処することが可能となる。
【００３５】
［参加活性度の監視例；図８］
ここでは、所定の参加活性度の下限として“３０”が指定されているとする。（Ｓ８１）
評価によって得られた参加活性度の内から自分の参加活性度を取り出す。
（Ｓ８２）参加活性度が“３０”より大きい場合には、何もしない。
【００３６】
（Ｓ８３）そうでなかったら、以下の調節手順を起動する。
［参加活性度の調節例；図９］
協調編集作業の参加者の参加活性度を調整するために、協調編集作業に関わる操作を強制
する。ここでは、専任型の協調編集作業を想定して、他のセッションへの発言を禁止する
。
【００３７】
（Ｓ９１）参加している協調作業を管理している協調作業マネージャーに、他の協調作業
における発言権の停止を依頼する。
ここでは、他のセッションへの発言を禁止する専任型協調作業に例について述べたが、さ
らに、発言ばかりでなくアクセスを禁止する様な調節方法も容易に想像できる。反対に、
緊急召集会議のように、協調作業への参加を強制する例も容易に想像できる。
【００３８】
さらに、監視基準に２つの参加活性度をパラメータを保持することにより、第１レベルで
は発言権のみを調整し、第２レベルにおいてアクセス権をも調整するような調整方法も考
えられる。また、ここでは、各参加者が個々に自分の参加活性度を調整する例について述
べたが、適切な実行権管理の下で他の参加者の参加活性度を調整することも考えられる。
また、ここでは、参加活性度の調整を強制する例について述べたが、各参加者に対して参
加活性度の調整を促すプロンプトを出すような方法も容易に想像できる。
【００３９】
＜複数セッションの参加活性度を表示する例＞
本例では、特に、得られた参加活性度を、それぞれの協調作業に関して棒グラフ表示する
ことで、参加者にわかりやすい形で提供する。本例は、上記実施例の表現を、以下のよう
に棒グラフを用いた表現に変更することで説明できる。
［参加活性度の表現例２；図１０］
ここでは、表現方法として、各協調作業ごとに、その参加者の参加活性度を棒フラグ表示
する例について述べる。
【００４０】
（Ｓ１０１）複数セッションでの参加活性度を得る。
（Ｓ１０２）複数セッションの参加活性度を棒フラグに表示する。
（Ｓ１０３）協調作業の参加者全てについて、ステップＳ１０１～Ｓ１０２を適用する。
以上のように、複数の参加者が複数の協調作業にかけもちで参加して作業しているような
場合でも、それぞれの参加活性度を表示することにより、図１１に示すように、各参加者
が各協調作業における活動状況を一目で把握することができる。
【００４１】
尚、本実施例では、発言回数を累積して記憶する発言回数テーブルを設けたが、同等のデ
ータを各セッションの再開時に統計情報データベース４０２から検索してもよい。又、本
発明は、複数の機器から構成されるシステムに適用しても、１つの機器から成る装置に適
用しても良い。また、本発明はシステム或は装置にプログラムを供給することによって達
成される場合にも適用できることはいうまでもない。
【００４２】
【発明の効果】
以上説明したように、各参加者がある協調作業に参加している度合（参加活性度）を

10

20

30

40

50

(7) JP 3591917 B2 2004.11.24

累積



適切に評価して、 その協調作業への集中や他の協調
作業への関わりを制御することにより、協調作業を円滑に行なうことが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施例のシステムの構成を示す図である。
【図２】本実施例で使用される発言回数テーブルの構成例を示す図である。
【図３】参加活性度表示の処理手順を示すフローチャートである。
【図４】参加活性度の評価手順方法を示すフローチャートである。
【図５】参加活性度の表現手順を示すフローチャートである。
【図６】図５の表示手順の結果

を示す である。
【図７】参加活性度調整の処理手順を示すフローチャートである。
【図８】参加活性度の監視手順を示すフローチャートである。
【図９】参加活性度の調節手順を示すフローチャートである。
【図１０】参加活性度の他の表現手順を示すフローチャートである。
【図１１】図１０の表現手順の結果を示す図である。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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